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「慣れ」が「だれ」になり、「だれ」が「だめ」になる 
 

 

 

副校長  尾澤 佳彦 

 

 

小菅ケ谷小学校での生活も３年目になりました。こすがやっ子のみんな、保護者の皆様、地域の皆様とご一緒に過

ごせることを、たいへんうれしく思っています。 

  昨年の同じ時期に学校だよりの巻頭言を書かせていただきましたが、それと同じ書き出しにしてみました。第Ⅱ期

の学校だよりの巻頭言を執筆するのはもう 3度目になります。同じことを 3回も繰り返せば、大体そのことには慣れ

てきます。 

  「慣れ」というものは大切なもので、上手に使えばそのおかげで作業効率が上がったり、結果がより深まったりして

いきます。上手に使えば、です。 

  だいぶ昔の話になりますが、私がまだ学級担任になりたてだったころに先輩の先生から注意を受けたことがありま

す。それは『「慣れ」が「だれ」になり、「だれ」が「だめ」になる』という事です。自分が教員としてスタートしたころは、

まだ「持ち上がり」といって、2 年間同じクラスを担任することが多くありました。例えば 3年、4年とクラス替えをせず

にそのまま持ち上がるのです。ですから担任は子どもたちの様子も良く分かっていますし、子どもたちも担任のことを

分かっています。お互いに「慣れ」ているのですから当然のことです。私はその関係に胡坐をかき、何となく日々を過ご

すことが多かったように思います。 

しかし、そこに落とし穴はなかったか、今更ながら考えることがあります。いくら同じ子どもたち、同じ担任、同じ人間

関係とは言え、本当に変化はなかったのだろうか。子どもたちとの毎日に、私は「慣れ」切ってしまい、新しい関係を構

築すること、新しい発見をすることを怠っていたのではないだろうか。恥ずかしい限りです。 

そんな「慣れ」は当然「だれ」につながります。緊張感がなくなり、子どもたちについて新しい発見をすることにも疎

くなってしまいます。新しいことに挑戦することもしなくなり、結果として子どもたちの学校生活が「だれ」てしまうことに

なります。そうなってしまったら、もう「だめ」です。 

子どもたちは毎日学校に通います。昨日も、今日も、そして明日も。はたから見れば同じような日々であったとして

も、それは決して同じ日ではありません。子どもたちの日々の成長、小さな発見、驚きなど。そこには同じものはありま

せん。今日できるようになったことで、ワクワクが増して明日登校するのが楽しみになったり、逆に今日友達とけんかを

してしまったために、明日仲直りできるか不安になってしまったり。子どもたちの毎日に「慣れ」はあったとしても、決し

て「だれ」はありません。 

子どもたちの「慣れ」を「だれ」にするのは、私たち大人です。我々は仕事には「慣れ」ていても、そんな子どもたち

の小さな変化に敏感に気付いていけるような教職員でありたいと思います。決して「だれ」ることなく、日々子どもたち

を見守っていきたいと考えます。 

保護者の皆様、地域の皆様もご一緒に見守っていただけると幸いです。ご協力をお願いいたします。 
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